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     （かまやち・たいし）
２００１年 10 月 10 日生
まれ。北海道・札幌大谷高
校出身。ポジションは内野
手。右投げ左打ち。１７
１㌢・70 ㌔。経済
学部４年。
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▼
伸
び
た

前
髪
が
う

っ
と
う
し

い
。
知
ら

ぬ
間
に
目

に
か
か
る

よ
う
に
な

っ
て
い
た

黒
髪
が
ち

ら
つ
い
て
、

視
界
を
阻
ん
だ
▼
昔
か

ら
取
捨
選
択
が
苦
手
だ

っ
た
。
全
て
が
大
切
な

も
の
の
よ
う
に
錯
覚
し
、

必
要
な
も
の
と
ガ
ラ
ク

タ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
る
。

日
用
品
は
も
ち
ろ
ん
、

思
い
出
も
、
人
脈
も
、

過
去
の
経
験
も
そ
う
だ
。

本
当
に
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
が
ど

れ
な
の
か
が
次
第
に
分

か
ら
な
く
な
る
▼
こ
の

春
、
日
本
中
に
熱
狂
の

渦
を
巻
き
起
こ
し
た
侍

ジ
ャ
パ
ン
。
準
決
勝
の

対
メ
キ
シ
コ
戦
で
、
村

上
宗
隆
が
サ
ヨ
ナ
ラ
打

を
放
ち
英
雄
に
な
っ
た
。

大
会
期
間
中
、
長
く
不

振
に
苦
し
ん
だ
村
上
は

こ
の
日
も
３
打
席
連
続

三
振
に
倒
れ
て
お
り
、

犠
打
も
脳
裏
を
よ
ぎ
っ

た
。
そ
れ
で
も
「
打
つ

し
か
な
い
」
と
腹
を
く

く
る
と
、
渾
身（
こ
ん

し
ん
）の
フ
ル
ス
イ
ン

グ
。
自
ら
の
弱
み
を
断

ち
切
っ
て
繰
り
出
し
た

復
活
の
一
打
だ
っ
た
▼

昨
秋
に
も
彼
は
苦
境
に

陥
っ
て
い
た
。
日
本
人

シ
ー
ズ
ン
最
多
本
塁
打

記
録
の
更
新
を
目
前
に

し
て
、
延
べ
60
打
席
の

足
踏
み
。
打
席
へ
の
恐

怖
心
す
ら
覚
え
た
。
全

て
を
乗
り
越
え
56
号
を

放
っ
た
直
後
、「
自
分

の
気
持
ち
を
変
え
る
の

も
自
分
の
気
持
ち
次

第
」
と
語
っ
た
。
不
調

に
沈
む
も
前
を
向
く
も
、

全
て
は
自
分
次
第
。
不

屈
の
英
雄
は
、
こ
の
信

念
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で

の
道
を
切
り
開
い
て
き

た
の
だ
ろ
う
▼
過
去
の

し
が
ら
み
を
断
ち
切
ら

な
け
れ
ば
、
決
し
て
前

に
進
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
切
り
捨
て
る
も
の
、

残
す
べ
き
も
の
を
見
極

め
な
け
れ
ば
、
弱
い
自

分
か
ら
は
抜
け
出
せ
な

い
▼
今
朝
、
自
分
で
前

髪
を
切
っ
た
。
洗
面
台

に
黒
い
切
れ
端
が
散
ら

ば
る
。
弱
い
自
分
は
、

ハ
サ
ミ
で
断
ち
切
っ
て

し
ま
お
う
。
過
去
の
し

が
ら
み
は
、
水
に
流
し

て
し
ま
お
う
。
大
舞
台

で
華
々
し
く
復
活
を
遂

げ
た
英
雄
の
よ
う
に
。

今
の
私
を
変
え
ら
れ
る

の
は
、
私
自
身
だ
け
だ
。

�

【
城
山
歩
美
】

夏炉冬扇

　

昨
年
は
春
秋
通
し

て
リ
ー
グ
２
位
で
終
幕

し
、
釜
萢
を
主
将
と
し

た
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。

「
超
克
～
超
え
て
、
越
え

て
、
頂
へ
～
」を
チ
ー
ム

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

２
０
１
１
年
秋
以
来
と

な
る
覇
権
奪
還
に
向
け

た
戦
い
が
幕
を
開
け
た
。

だ
が
、
依
然
と
し
て
勝
負
弱
さ
が
目
立

ち
、
こ
こ
ま
で
５
勝
６
敗
、
勝
ち
点
１

と
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
１
つ
で

も
高
い
順
位
で
終
え
る
た
め
に
は
、
宿

敵
立
命
大
撃
破
が
必
須
だ
。
闘
志
を
燃

や
し
た
主
将
が
気
迫
を
前
面
に
出
し
、

昨
秋
に
続
く
勝
ち
点
奪
取
へ
挑
む
。

　
「
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
何
と
し
て
で

も
今
年
は
リ
ー
グ
優
勝
に
導
き
た
い
」。

花
野
監
督
か
ら
指
名
を
受
け
、
背
番
号

１
を
背
負
う
覚
悟
を
決
め
た
。
し
か

し
、
関
大
の
歓
声
だ
け
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
鳴
り
響
き
、
優
勝
の
可
能
性
が
完
全

消
滅
。
試
合
後
、
ベ
ン
チ
で
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
る
背
番
号
１
の
姿
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　
「
ま
ず
は
Ａ
チ
ー
ム
入
り
を
果
た
し
、

い
ず
れ
は
ス
タ
メ
ン
を
勝
ち
取
り
た

い
」。
釜
萢
は
漠
然
と
し
た
目
標
を
抱

き
、
北
の
大
地
か
ら
関
西
へ
足
を
踏
み

入
れ
た
。
２
年
生
春
に
は
軽
快
な
動
き

を
高
く
評
価
さ
れ
、
セ
カ
ン
ド
で
開
幕

ス
タ
メ
ン
を
つ
か
む
と
、
全
試
合
出
場

を
果
た
し
盗
塁
王
を
獲
得
。
頭
角
を

現
し
、
誰
も
が
将
来
の
活
躍
を
確
信
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
成
績
を
い
ま
だ
超

え
ら
れ
て
い
な
い
。「
自
分
が
試
合
に
出

て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
た
分
、
チ
ー
ム

が
優
勝
争
い
を
し
て
い
る
の
に
試
合
に

　今年度主将を務める釜
萢は高校時代に札幌大谷
で明治神宮野球大会優勝
を経験。また選抜高校野
球に初出場を果たすなど
数々の功績を残してきた。
　高校では２年生から主
に２番セカンドとしてス
タメン出場。チームの躍
進に貢献し、母校の名を
全国にとどろかせた。「守
備や小技ができないと試
合に出られない」。熾烈

（しれつ）なメンバー争い
の中で、常に自身の１００
%を出せるよう練習に励
み、背番号４を必死の思
いでつかみ取った。
　３年時には内野リー
ダーを任されるほど守備
力を高く評価され、監督
から絶大な信頼を得た釜
萢。プレーで野手陣をけ
ん引し、甲子園で躍動し
た。
　「全国の舞台に出て

もっと高いレベルでやり
たいと感じた」。その経
験は大学野球でも生かさ
れ、全国大会へのこだわ
りを持ち続けている。高
校時代の栄光を胸に、ラ
ストイヤーを悔いなく全
力で戦い抜く。

出
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
悔
し
か
っ

た
」。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
春
秋
通
し
て
４

試
合
の
先
発
出
場
に
と
ど
ま
り
、
15
打

数
３
安
打
、
打
率
は
０・
２
０
０
。
成

績
は
下
降
線
を
た
ど
り
、
ベ
ン
チ
か

ら
戦
況
を
見
つ
め
る
時
間
が
増
え
た
。

そ
し
て
２
季
連
続
で
２
位
と
な
り
、
青

地
組
が
終
幕
。
涙
を
こ
ら
え
、
先
輩
た

ち
が
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
受

け
継
い
だ
。

　

新
チ
ー
ム
始
動
後
は
、
前
主
将
青

地（
ス
ポ
卒
）や
前
エ
ー
ス
髙
橋（
ス
ポ

卒
）と
い
っ
た
主
力
選
手
た
ち
が
抜
け

た
穴
を
埋
め
ら
れ
ず
、
戦
力
面
で
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
副
将
松

井（
ス
ポ
４
）、
塚
本（
商
４
）と
と
も
に

総
勢
１
５
９
人
の
大
所
帯
を
け
ん
引
。

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
日
々
の
中
で

も
気
丈
に
ナ
イ
ン
を
引
っ
張
る
そ
の

姿
は
、
ま
さ
に
主
将
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
迎
え
た
春
季
リ
ー
グ
戦
、

12
年
ぶ
り
の
覇
権
奪
還
を
目
標
に
掲

げ
る
も
こ
こ
ま
で
５
勝
６
敗
、
勝
ち
点

１
で
リ
ー
グ
５
位
と
優
勝
争
い
か
ら

脱
落
。
チ
ャ
ン
ス
で
あ
と
１
本
が
出

な
い
と
い
う
課
題
を
最
後
ま
で
払
拭

で
き
ず
、
残
す
は
同
立
戦
の
み
と
な
っ

た
。

　
目
の
色
を
変
え
た
主
将
が
目
指
す
も

の
は
た
だ
一
つ
。「
去
年
の
先
輩
た
ち
が

１
年
を
か
け
て
三
塁
側
の
ベ
ン
チ
を
勝

ち
取
っ
て
く
れ
た
の
で
、
１
シ
ー
ズ
ン

で
譲
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」。
大
き

な
期
待
を
背
に
受
け
、
首
位
関
大
を
２

位
で
追
い
か
け
る
宿
敵
立
命
大
か
ら
勝

ち
点
奪
取
へ
。
数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
み

出
し
て
き
た
同
立
戦
で
歴
史
を
継
承
す

べ
く
、
今
季
最
後
の
戦
い
が
幕

を
開
け
る
。【
山
田
和
輝
】

悔
し
さ
募
る

主
将
と
し
て

最
後
の
戦
い
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(四)松井 9
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優
勝
遠
の
く
連
敗

優
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連
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今季初勝ち点今季初勝ち点今季初勝ち点４/８・９

勝利勝利
第
２
節

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（しのはら・ゆうま）
２００１年1月10日生まれ。
山梨県立甲府南高校出身。右
投げ左打ち。ポジションは
内野手。１７０㌢・68㌔。
スポーツ健康科学

部４年。

◆篠原悠真◆篠原悠真

（かわくぼ・りょうた）
２００２年12月14日生まれ。
神奈川県・桐蔭学園高校出身。
右投げ右打ち。ポジションは
遊撃手。１７０㌢・76㌔。
スポーツ健康科学

部３年。

◆川久保瞭太◆川久保瞭太
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敗北敗北
第
３
節

        （まの・りんか）　
２００２年 1 月８日生ま
れ。奈良県・天理高校出身。
右投げ両打ち。ポジション
はピッチャー。１８７㌢・
84 ㌔。スポーツ健康
科学部４年。

◆真野凜風◆真野凜風

PlaybackPlaybackPlaybackSpring LeagueSpring League

不屈の精神力不屈の精神力不屈の精神力

使命を果たす使命を果たす使命を果たす

愛込めた献身愛込めた献身愛込めた献身

いざ！いざ！

（よしだ・ももか）
２００２年２月 17
日生まれ。京都府・
同志社高校出身。ス
ポーツ健康科学部
４年。

◆吉田百花◆吉田百花

◆鵜殿輝希◆鵜殿輝希
（うどの・てるき）
２００１年５月９日
生まれ。宮城県立
仙台南高校出身。
商学部４年。

（よしだ・ともひろ）
２００１年 11月 17 日生
まれ。大阪府・同志社香里
高校出身。スポーツ
健康科学部
４年。

◆吉田朋弘◆吉田朋弘

学生トレーナー学生トレーナー学生トレーナー

主務主務主務

学生コーチ学生コーチ学生コーチ

悔しさをにじませる篠原悔しさをにじませる篠原

笑顔で出迎える選手たち笑顔で出迎える選手たち

打ち込まれる真野打ち込まれる真野

Ⓒ立命スポーツ編集局Ⓒ立命スポーツ編集局

ぼうぜんと立ち尽くす川久保ぼうぜんと立ち尽くす川久保

１回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

０
０
０
０
０
０
０
１
×
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

(一)塚本 5
(二)牧原 8
(三)川久保 6
(四)松井 9
(五)山元 3
(六)釡萢 4
(七)辻井 2
(八)佐藤壮 7
(九)真野 1

３回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

０
３
０
０
０
０
０
０
０
３

４
０
０
０
０
１
０
１
０
６

(一)塚本 5
(二)橋本光 9
(三)川久保 6
(四)松井 8
(五)山元 3
(六)辻井 2
(七)大江 7
(八)釡萢 4
(九)髙木 1

２回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

０
２
３
０
０
０
１
０
×
６

０
０
１
０
１
０
０
０
０
２

(一)塚本 5
(二)加藤 7
(三)川久保 6
(四)松井 8
(五)辻井 2
(六)岡村 3
(七)釡萢 4
(八)近藤 9
(九)土岐 1

１回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

5
０
１
０
０
０
０
０
１
７

０
１
０
２
１
２
０
０
２×
８

(一)川久保 6
(二)浅野 8
(三)橋本光 7
(四)松井 9
(五)中森 3
(六)塚本 5
(七)釡萢 4
(八)山元 2
(九)真野 1

２回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

０
０
０
０
０
１
０
０
×
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

(一)川久保 6
(二)浅野 8
(三)橋本光 7
(四)松井 9
(五)中森 3
(六)釡萢 5
(七)辻井 2
(八)篠原 4
(九)財原 1

３回戦
▼
▼▼
▼
▼▼

０
０
０
１
０
０
０
０
０
１

１
２
０
２
０
０
０
１
×
６

(一)川久保 6
(二)浅野 8
(三)橋本光 7
(四)松井 9
(五)中森 3
(六)辻井 2
(七)塚本 5
(八)篠原 4
(九)  真野 1

頂への道途絶えた

　エースと４番の活躍が光り、京
大相手に勝ち点をつかんだ。
　１回戦では野手陣が奮起する。
４回、イニング先頭の川久保が左
二塁打でチャンスメーク。無死二
塁の場面で松井（スポ４）が打席
に入る。積極的な打撃で初球を
捉え、先制となる中適時打を放っ
た。さらに９回にも無死一、二塁
の場面で打席が回り、ダメ押しの
中適時打。松井を筆頭に打線がつ
ながり、１試合で７点を奪った。

一方、投手陣は財原（スポ２）、髙
木（商３）、清川（経３）、橋本裕（商
２）と４人の投手リレー。京大打
線を被安打５、１失点に抑え、快
勝を収めた。
　連勝を懸けて挑んだ２回戦は真
野がマウンドに上がった。序盤は
制球に苦しんだものの、３回以降
は立て直 し６、７回には４奪三
振。対関学大戦での不調を払拭す
るような快投で完投勝利を挙げた。
　これ以上の負けは許されなかっ

たが、自信を取り戻す対京大戦２
連勝。２日間で18安打11得点２失
点と好成績を残し、昨春王者近大
との戦いに弾みをつけた。

　誰よりも情が厚く、部活を愛す。吉
田百は高校時代のマネージャー経験を
生かし、より現場に近いトレーナーと
して野球に関わっている。主な役割は
コンディショニング管理やけがの治療。
仲間が最大限のパフォーマンスを発揮
できるよう尽力し、常に目配りを徹底

する。陰ながら地道に努力を積み上
げてきた選手たちからグラウンド上
で活躍したときにかけられる「あり
がとう」。この感謝の言葉が彼女に
とって１番の原動力となっている。
　「誰からも頼られる人でありた
い」。献身的な姿勢は部員にとって
大きな支えになっているに違いな
い。今日も勝利に向けてサポートを
続ける。

　渉外や道具の管理など、多様な業務
をこなす影の大黒柱。献身的な働きで
周囲から多くの支持を集める吉田朋
は、２年生の終わりに選手からマネー
ジャーへの転向を決めた。たとえ活躍
の場が変わっても、粘り強く取り組む
姿勢を忘れたことは１度もない。下級

生の助けも借りながら、慣れない仕
事も意欲的に行ってきた。重くのし
かかる責任を痛感する日々の中で、
課せられた使命と真摯（しんし）に向
き合っている。
　「最もやりがいを感じるのは、自
分の取り組みがチームを強くする一
因になっていると思うとき」。チー
ムの勝利を願う熱い思いが、釜萢組
を高みへ突き動かす。

　陰ながらチームを支え続ける鵜殿。
２年生の５月に学生コーチへ転身し、
裏方として野球と向き合っている。
　主な仕事はピッチャーを中心にコ
ンディションの確認や監督との連絡。

「ピッチャー陣の結果が振るわないと
きや監督と選手の中で意見が合わない

ときがしんどい」と心情を吐露する
こともあった。しかし、「勝利に貢
献したい」という一心で選手と首脳
陣の間に立ち、学生コーチとして全
力でサポートしている。
　大学野球も残り１年を切った。グ
ラウンドに立つことはないが、目標
とする「勝てるチーム」を築き上げ
るべく役割を全うし、仲間と共に最
後まで駆け抜ける。

　優勝争いに残り続けるため
には星を１つも落とせない
中でナインは聖地甲子園に
乗り込んだ。
　初戦は投打の柱が躍動す
る。６回、一打先制の場面
で松井が捉えた打球はライ
トフェンスに直撃し２人が
生還。さらに辻井にも適時
打が飛び出しリードを広げ
た。投げては真野が９回を
１人で投げ抜き１失点の完

投勝利。相手を寄せ付けず
試合を支配した。
　２回戦は小刻みな継投策
で勝負に出た。髙木は３回
１失点と粘るも、中継ぎが
５、６回に立て続いて失点。
打 線 は９回 に 一 打 同 点 の
チャンスをつくるも１点に
とどまり、連勝は３でストップ
した。
　「負けたら最下位争いだか
ら（３回戦は）なんとしてで

も勝たないといけない」（花
野監督）。その思いとは裏腹
に序盤から劣勢を強いられ
る。真野は安定感がなく２
回３失 点 でKO。 リ リ ー フ
陣も近大打線を止められず、
14安打９失点と精彩を欠い
た。攻撃陣は３回に２点を
挙げるも以降は沈黙。大敗
を喫し、第３節を終えて勝
ち点を２つ落とす厳しい状
況に追い込まれた。

　４年ぶりのリーグ制覇達成に向け、
立命大は準備万端だ。昨年の秋季リー
グ戦は４勝６敗で４位に終わったもの
の、６敗中５敗が１点差。戦力がそ
ろっているだけに、今年こそ栄冠をつ
かみ取りたい。
　全国屈指の実力を誇る投手陣の中で
も谷脇のゲームメーク力が際立つ。最
速１５１㌔の力強い直球と鋭いスライ
ダーを武器に相手打線を寄せ付けな
い。昨秋の同立戦でも６回を投げ自責
点２の好投で接戦を演出した。長いイ
ニングを投げ切るスタミナを持ち、序
盤の攻略が勝敗の行方を左右する。
　一方の打線は中軸に要警戒だ。今季
からレギュラーに定着した竹内が絶好
調。３番打者として開幕から９試合で
20出塁と勢いに乗り、攻撃に流れを呼
ぶ。４番を打つ西村も対京大２回戦で
逆転の３点本塁打を放つなど長打力に
定評がある。得点圏に強い５番桃谷の
前を打つ２人の出塁を阻止することが
必要不可欠だ。
　２季連続の勝ち点獲得を狙う同志社
と覇権奪還を掲げる立命大。両校の意
地とプライドがぶつかり合う戦いの火
ぶたが切られる。

　昨季は春秋ともに２位で終わり、惜
しくも優勝には届かなかった。２０１
１年秋以来のリーグ制覇を目指し、今
年も多士済々の顔ぶれがそろう。 
　投手陣では今秋のドラフト候補であ
る真野が主軸。MAX １５２㌔のスト
レートとキレのある変化球で打者を翻
弄（ほんろう）し、アウトを積み重ね
る。今季から先発に再挑戦し、２試合
連続で完投勝利を収めるなど、スタミ
ナ十分な右腕が宿敵撃破へ導くに違い
ない。２年目の財原はサイドスローか
ら繰り出される動く球が特徴。バット
の芯を外す投球術に今節も期待だ。 
　力投を続けている投手陣を援護する
ためにも得点力は欠かせない。全試合
４番に座る松井はここまで安打数リー
グ１位。打率も５割近くを残し、バッ
トが火を吹いている。捕手の辻井は
ルーキーながらも初節からスタメンマ
スクをかぶり続けてきた。打撃でも存
在感を見せつけ、勝負どころで快音を
響かせる。 
　昨秋は劇的なサヨナラ勝ちもあり、
同立戦で２連勝を飾った。今年も投打
の要が躍動し、勝ち点奪取へ勢いをも
たらす。

　
悲
願
で
あ
る
12
年
ぶ
り
の

リ
ー
グ
制
覇
を
目
指
し
始
動

し
た
釜
萢
組
。
昨
年
は
春
秋

通
じ
て
勝
ち
越
し
た
関
学
大

と
対
戦
し
た
が
、
１
勝
２

敗
で
負
け
越
し
、
開
幕
ダ
ッ

シ
ュ
成
功
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。

　
開
幕
戦
は
初
回
、
３
本
の

適
時
打
を
集
め
一
挙
５
点
を

挙
げ
る
も
、
先
発
真
野
が
６

回
途
中
６
失
点
と
炎
上
し
勢

い
に
乗
れ
な
い
。
７
―
６
と

１
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
９
回

裏
、
初
登
板
の
末
冨（
商
２
）

が
押
し
出
し
四
球
で
追
い
付

か
れ
る
と
、
最
後
は
左
適
時

打
を
浴
び
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を

喫
し
た
。

　
２
回
戦
は
６
回
表
ま
で
０

―
０
の
緊
迫
し
た
投
手
戦
。

「
自
分
で
決
め
て
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
で
打
席
に
入
っ

た
」
と
公
式
戦
で
初
め
て
ス

タ
メ
ン
マ
ス
ク
を
か
ぶ
る

ル
ー
キ
ー
辻
井（
ス
ポ
１
）が

均
衡
を
破
る
決
勝
打
を
放

ち
、
対
戦
成
績
を
タ
イ
に
戻

し
た
。

　
運
命
の
３
回
戦
。「
１
回
戦

は
情
け
な
い
ピ
ッ
チ
ン
グ

だ
っ
た
の
で
気
持
ち
を
入
れ

た
」（
真
野
）。
リ
ベ
ン
ジ
に

燃
え
る
真
野
が
先
発
マ
ウ
ン

ド
に
上
が
る
も
、
甘
く
入
っ

た
球
を
痛
打
さ
れ
２
回
途
中

３
失
点
で
降
板
。
後
を
受
け

た
４
投
手
も
関
学
大
打
線
の

流
れ
を
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
攻
撃
も
４
回
に
１
死

一
、三
塁
で
代
打
山
元（
ス
ポ

３
）が
犠
牲
フ
ラ
イ
を
放
ち

１
点
を
返
す
も
そ
れ
以
降
は

ゼ
ロ
行
進
。
計
９
安
打
を

放
っ
た
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
と

１
本
が
出
ず
、
１
―
６
で
敗

北
し
た
。

　
投
打
で
課
題
が
露
呈
し
た

開
幕
節
。
優
勝
へ
厳
し
い
船

出
と
な
っ
た
。

　

12
年
ぶ
り
の
覇
権
奪
還
に
向

け
、
負
け
が
許
さ
れ
な
い
釜
萢
組

は
昨
秋
の
覇
者
関
大
と
激
突
。
総

力
戦
で
挑
む
も
１
勝
２
敗
で
星
を

取
り
こ
ぼ
し
、
全
日
本
大
学
野
球

選
手
権
大
会
出
場
の
夢
が
途
絶
え

た
。

　
初
戦
は
７
回
ま
で
緊
迫
し
た
投

手
戦
と
な
る
も
、
同
志
社
が
均
衡

を
破
る
。
８
回
に
１
死
三
塁
の
好

機
を
演
出
す
る
と
代
打
岡
村（
法

３
）の
犠
飛
で
決
勝
点
を
奪
い
、

接
戦
を
も
の
に
し
た
。

　
２
回
戦
は
う
っ
て
か
わ
り
、
川

久
保
の
ミ
ス
を
き
っ
か
け
に
先

制
を
許
す
。
３
回
に
も
１
死
一
、

二
塁
の
ピ
ン
チ
で
遊
飛
を
捕
球
し

た
川
久
保
が
併
殺
を
狙
う
も
、
悪

送
球
と
な
り
追
加
点
を
献
上
。
打

撃
陣
も
最
後
ま
で
攻
略
の
糸
口
を

つ
か
め
ず
２
―
６
で
敗
れ
、
勝
負

の
行
方
は
第
３
戦
へ
持
ち
越
さ
れ

た
。

　
「
関
大
に
少
し
で
も
嫌
な
イ

メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
勝
ち
点
を
取
ろ
う
」（
釜
萢
・
経

４
）。
勝
ち
越
し
に
向
け
て
臨
ん

だ
３
回
戦
は
、
序
盤
か
ら
ゲ
ー
ム

が
動
い
た
。
先
発
を
務
め
た
髙
木

が
１
回
も
た
ず
４
失
点
で
降
板
。

打
線
は
２
回
に
３
点
を
奪
い
１
点

差
ま
で
詰
め
寄
る
も
反
撃
は
つ
か

の
間
、
６
、８
回
に
も
１
点
ず
つ

を
失
い
３
―
６
で
敗
北
と
な
っ

た
。

　
関
大
に
連
敗
し
、
目
標
と
し
て

い
た
リ
ー
グ
優
勝
の
可
能
性
が
完

全
に
消
滅
。
今
節
ま
で
残
さ
れ
て

い
た
い
ち
る
の
望
み
が
絶
た
れ

た
。
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　◆３月３～５日◆令和４年度関西学生新進テニス
トーナメント◆於・万博テニスガーデン（大阪府）
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　◆
３
月
26
日
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第
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回
京
都
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ッ
カ
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び
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ジ
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京
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ボードセイリング部　◆２月24～26日◆２０２２年度全日本学生ボードセー
リング選手権大学対抗戦◆於・和歌山セーリングセンター

絶対に優勝できると信じていた」（平井・商卒）絶対に優勝できると信じていた」（平井・商卒）
図
鑑
図
鑑
図
鑑
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鑑
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鑑
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美
学
生

美
学
生

美
学
生

美
学
生

美
学
生

美
学
生

スキー部女子スキー部女子スキー部スキー部女子

（かだ・ひかる）
２００１年 10 月
３日生まれ。大阪府・
同志社香里高校出
身。法学部４

年。

◆加田光

体育会
Ver.No.
体育会
Ver.No.
体育会
Ver.No.
体育会
Ver.No.4444 順大学名 合計

①同志社143.0
②京産大122.7
③ 武庫川女大 80.0
④関学大 45.0
⑤立命大 43.7
⑥阪　大 33.7
⑦
大産大

21.7
⑧
龍谷大

19.3

◆第９３回全関西学生スキー選手権大会◆

「このチームなら「このチームなら
◆青谷夏凜
  （あおたに・かりん）
２００２年８月 18日生
まれ。滋賀県・比叡山
高校出身。１６５㌢。
商学部３年。

　◆２月 22 日◆第 54 回全日本大学個人ボウリ
ング選手権◆於・キョーイチボウル宇治（京都府）

笑 顔
で滑る青谷【切
り込み写真】ピース
をする左・渡邉（商４）・
中央・青谷、右・近
藤（商２）（撮影・
小島葵）

111
テニス部女子テニス部女子

ボウリング部ボウリング部

應援團應援團應援團

球を投げる戸塚球を投げる戸塚 トロフィーを掲げる選手たち

３年目で３年目で

悲願の完全制覇悲願の完全制覇

　（さいとう・しょう）
２００２年７月１９日
生まれ。愛知県立鳴海
高校出身。１７７㌢。
スポーツ健康科学部３年。

◆斎藤翔

指導部指導部指導部

連覇の襷次世代につないだ連覇の襷次世代につないだ
集
合
写
真
を
撮
る
選
手
た
ち

集
合
写
真
を
撮
る
選
手
た
ち

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

心
奮
わ
す
声
援

心
奮
わ
す
声
援

000

振りかぶる斎藤振りかぶる斎藤

連覇成し遂げた連覇成し遂げた

真骨頂見せ真骨頂見せ

応援する加田応援する加田

（とつか・まゆ）
２００２年１月９日生
まれ。愛知県立木曽川
高校出身。１５５㌢。
商学部４年。

◆戸塚眞由

チ
ー
ム
力
を
発
揮
し
栄
光
つ
か
ん
だ

　
「
先
輩
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た

９
連
覇
を
私
た
ち
の
代
で
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
」（
平
井
）。
記
録
を

塗
り
替
え
る
べ
く
、
女
子
総
合
10

連
覇
を
目
標
に
挑
ん
だ
。
大
会
１

日
目
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

の
10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
、
渡
邉

が
死
力
を
尽
く
し
１
位
で
ゴ
ー
ル
。

最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
は
観
客
の

心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
一
方
ア
ル
ペ

ン
競
技
の
学
校
対
抗
Ｇ
Ｓ
（
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
＝
大
回

不
撓
不
屈

転
）
で
は
、
平
井
が
３
位
、
森
口

（
法
４
）
が
Ｄ
Ｎ
Ｆ
（
途
中
棄
権
）

と
い
う
結
果
に
。
平
井
は
「
優
勝

を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
３
位
だ

っ
た
こ
と
は
残
念
」
と
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
た
。

　
２
日
目
は
前
日
の
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
い
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
Ｇ
Ｓ

に
臨
ん
だ
が
、
１
走
目
後
に
会
場

全
体
が
霧
に
包
ま
れ
一
時
中
断
。

再
開
を
願
い
準
備
を
整
え
る
も
、

ス
タ
ー
ト
地
点
の
天
候
が
回
復
せ

ず
２
走
目
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
。
口

惜
し
い
思
い
の
卒
業
生
の
目
か
ら

は
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
３
日
目
は
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
挑
み
、
個
々

の
実
力
を
発
揮
。
渡
邉
と
平
井
が

そ
れ
ぞ
れ
５
㌔
フ
リ
ー
と
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
Ｓ
Ｌ
で
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
。

し
か
し
、
２
位
の
京
産
大
と
の
差

は
わ
ず
か
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
。
３

種
目
を
残
し
、
チ
ー
ム
内
に
は
緊

張
感
が
漂
っ
た
。

　
10
連
覇
達
成
に
向
け
て
正
念
場

と
な
っ
た
４
日
目
。
ス
プ
リ
ン
ト

で
は
出
場
し
た
３
選
手
が
１
、２
、

４
位
に
入
り
、
試
合
を
控
え
る
チ

ー
ム
メ
ー
ト
の
士
気
を
高
め
た
。

学
校
対
抗
Ｓ
Ｌ
の
会
場
で
は
、
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
が
響
き
渡
り
同
志

社
一
色
の
雰
囲
気
に
。
流
れ
に
乗

っ
た
平
井
が
執
念
の
滑
走
を
見
せ
、

今
大
会
２
度
目
の
１
位
に
輝
い
た
。

　
迎
え
た
大
会
最
終
種
目
、
女
子

快
挙
達
成

３
×
５
㌔
リ
レ
ー
。
１

走
目
の
渡
邉
が
好
ス
タ

ー
ト
を
切
る
と
、
郡
を
抜

い
た
速
さ
で
ト
ッ
プ
を
快

走
。
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た

近
藤
が
２
位
と
の
差
を
広
げ
、

ア
ン
カ
ー
の
青
谷
へ
。「
仲
間

が
後
ろ
と
の
差
を
つ
け
て
く
れ
た

の
で
頑
張
れ
た
」（
青
谷
）。
２
位

と
３
分
近
く
差
を
つ
け
場
内
へ
入

っ
た
。
平
井
か
ら
受
け
取
っ
た
同

志
社
パ
ー
プ
ル
の
団
旗
を
両
手
に

持
ち
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
。
10
年
連
続

で
関
西
の
頂
に
君
臨
し
た
。「
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た
が
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
な
ら
絶
対
に
優
勝
で
き

る
と
信
じ
て
い
た
」（
平
井
）。
個

人
種
目
が
多
い
競
技
な
が
ら
も
全

員
で
戦
い
抜
き
、
勝
利
を
つ
か
ん

だ
。

　
「
来
年
、
女
子
全
関
西
11
連
覇

を
達
成
し
て
ほ
し
い
」（
平
井
）。

快
挙
を
成
し
遂
げ
て
き
た
４
年
生

は
今
大
会
を
も
っ
て
引
退
。
新
た

に
主
将
に
就
任
し
た
渡
邉
は
「
継

往
開
来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

10
年
続
い
て
き
た
連
覇
の
思
い
を

引
き
継
ぎ
新
た
な
歴
史
を
刻
む
。

　
　
　
　
　
　
　

    【
渡
邉
柚
果
】

継
往
開
来

　
◆
３
月
２
～
７
日
◆
第
93
回
全
関
西
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
◆
於
・
妙
高
高
原
（
新
潟
県
）

◆
２
位
の
京
産
大
と
20
・
３
ポ
イ
ン
ト
差
を
つ

け
て
女
子
総
合
１
位
を
獲
得
。
関
西
10
連
覇
の

偉
業
を
達
成
し
た
。
ア
ル
ペ
ン
種
目
で
は
、
平

井
が
Ｓ
Ｌ
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
＝
回
転
）
で
２
年
連

続
の
金
メ
ダ
ル
。
一
方
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

種
目
で
は
、
渡
邉
が
全
種
目
で
頂
点
に
輝
い
た
。

ま
た
、
最
終
種
目
の
女
子
３
×
５
㌔
リ
レ
ー
で

は
渡
邉
、
近
藤
、
青
谷
の
３
人
が
終
始
独
走
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
関
西
王
者
の
座
を
守
り

き
っ
た
。
新
た
に
始
動
し
た
渡
邉
組
は
、
連
覇

更
新
に
向
け
て
全
力
で
駆
け
抜
け
る
。

　個人種目で渡邉と
平井がともにトップに
輝き、圧倒的な実力
を示した。
　今大会から主将を
務めた渡邉は10㌔クラ
シカル、５㌔フリー、
スプリントのクロスカ
ントリー全種目で頂点
の座に君臨。課題で
あったレース後半の失
速を克服すべく、スピ
ードトレーニングを重
点的に実践した。そし
て、レースをトップギ
アで滑り切るスタミナ
を習得。全レースで
首位を独走し３冠を達
成した。

　一方の平井もアル
ペンで２つの金メダル
を獲得する。チームの
勝ち点へ直結する大
学対抗戦ではＳＬで１
位、ＧＳで３位となり、
10連覇に大きく貢献。
また、チャンピオン大
会でもＳＬで優勝を果
たし、ラストレースを

有終の美で飾った。
　「すごいことを成し
遂げることができたと
思う」（平井）。前主将
として重圧がのしかか
る中で最大限の滑走
を見せ、連覇のたす
きを後輩へとつないだ。
次世代はさらなる記録
更新へと前進し続ける。

　
男
子
の
部
で
は
斎

藤
が
大
会
連
覇
を
達
成
し
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
界
に
存
在
感
を
残
し
た
。

　
頂
点
へ
の
条
件
は
予
選
、
準
決

勝
、
決
勝
を
合
わ
せ
た
21
ゲ
ー
ム

の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
首
位
に
立

つ
こ
と
。
予
選
、
準
決
勝
を
順
調

に
突
破
し
、
暫
定
１
位
で
決
勝
へ

駒
を
進
め
た
。

　

決

勝
戦
は
左
投
げ
の
中
里

（
沖
縄
国
際
大
）
と
の
一
騎
打

ち
。
開
始
時
の
差
は
18
ピ
ン
と
油

断
で
き
な
い
展
開
が
続
く
。
さ
ら

に
、
レ
ー
ン
変
更
を
余
儀
無
く
さ

れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ

れ
た
。
し
か
し
、
乱
れ
る
こ
と
な

く
、
い
つ
も
通
り
の
動
き
を
意
識
。

集
中
力
を
高
く
保
ち
、
対
戦
相
手

の
ス
コ
ア
を
確
認
し
な
が
ら
落
ち

着
い
た
投
球
を
見
せ
た
。「
左
投

げ
の
人
が
優
勝
す
る
と
い
う
流
れ

が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
変
え
た
か

っ
た
」。
持
ち
前
の
勝
負
強
さ
を

発
揮

し
、
着
実
に
ス
コ

ア
を
伸
ば
し
た
。
接
戦

の

末
、
４
６
６
６
ピ
ン
で
２
位
と
17

ピ
ン
差
を
つ
け
優
勝
。
全
国
制
覇

を
果
た
し
、
再
び
栄
冠
を
手
に
し

た
。

　
「
な
ん
で
も
プ
ラ
ス
に
変
え
ら

れ
た
の
が
勝
因
だ
と
思
う
」。
前

回
王
者
と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
ね
の
け
快
挙
達
成
。
高
い
実

力
と
精
神
力
を
兼
ね
備
え
る
斎
藤

の
快
進
撃
は
止
ま
ら
な
い
。

　
く
っ
き
り
と
し
た
目
鼻
立

ち
で
、
爽
や
か
な
笑
顔
が
際

立
つ
。
今
年
度
第
１
１
５
代

團
長
を
務
め
る
加
田
の
表
情

は
、
試
合
会
場
に
入
る
と
う

っ
て
か
わ
っ
て
鋭
い
視
線
に
。

低
音
ボ
イ
ス
が
先
導
し
、
選

手
を
後
押
し
す
る
。

　
幼
少
期
か
ら
誰
に
対
し
て

も
分
け
隔
て
な
く
接
し
、
皆

に
愛
さ
れ
る
人
望
を
持
つ
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
は
彼
女
に

も
ら
っ
た
１
つ
の
本
命
チ
ョ

コ
を
大
事
に
す
る
一
途
な
一

面
も
の
ぞ
か
せ
た
。

　
17
歳
で
参
加
し
た
関
関
同

立
連
盟
祭
で
の
演
舞
に
感
銘

を
受
け
、
ひ
と
き
わ
引
か
れ

た
同
志
社
大
学
應
援
團
へ
の

入
團
を
決
意
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
過
ご
し
た
高
校

生
活
は
不
完
全
燃
焼
で
終
え
、

大
学
生
活
で
は
応
援
に
全
て

を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

人
と
の
巡
り
合
わ
せ
が
良
く
、

人
柄
の
良
さ
が
に
じ
み
出
る

加
田
。「
同
期
が
支
え
て
く
れ

て
い
る
分
自
分
も
最
大
限
に

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と

周
り
の
存
在
を
原
動
力
に
、

三
部
で
構
成
さ
れ
る
應
援
團

の
ト
ッ
プ
に
立
つ
。

　
今
年
か
ら
声
出
し
応
援
の

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
活
躍
の

場
が
増
え
た
。「
團
員
の
心
を

つ
か
み
、
応
援
す
る
全
体
育

会
選
手
の
心
を
つ
か
む
」。
周

り
に
優
し
く
、
己
に
厳
し
く
、

常
に
前
進
し
体
育
会
を
盛
り

上
げ
る
。�

【
長
瀬
来
瞳
】

　
戸
塚
が
女
子
の
部
で
悲
願
の
優

勝
を
果
た
し
、
大
学
日
本
一
の
称

号
を
手
に
し
た
。

　
昨
年
末
の
全
日
本
大
学
選
手
権
、

２
月
の
関
西
学
生
個
人
選
手
権
で

頂
点
に
君
臨
し
た
エ
ー
ス
戸
塚
。

「
今
大
会
も
必
ず
優
勝
し
た
い
」
と

高
い
志
を
も
っ
て
戦
い
に
挑
ん
だ
。

　
滑
り
出
し
は
不
調
で
11
位
に
沈

む
。

し
か
し
、
予
選
２
回
戦
の
第
１
ゲ

ー
ム
に
転
機
が
訪
れ
た
。
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
集
中
力
を
存
分
に
生
か

し
て
コ
ー
ス
を
狙
い
、
叩
き
出
し

た
の
は
驚
異
の
11
連
続
ス
ト
ラ
イ

ク
。
こ
こ
で
勢
い
づ
く
と
瞬
く
間

に
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。

　
決
勝
戦
は
、
２
位
以
下
に
１
８

０
ピ
ン
以
上
の
大
差
を
つ
け
た
状

態
で
始
ま
っ
た
。
他
の
追
随
を

許
さ
な
い
安
定
感
の
あ

る
投
球
を
続
け
、

ス
コ
ア
４

６
３

１
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
１
８
６
ピ

ン
差
を
守
り
抜
き
、
首
位
に
輝
い

た
。
さ
ら
に
、
ハ
イ
ゲ
ー
ム
２
９

９
、
ハ
イ
シ
リ
ー
ズ
７
８
３
で
女

子
の
部
に
お
け
る
全
て
の
表
彰
を

独
占
。「
３
年
間
ず
っ
と
挑
戦
し

続
け
て
き
た
大
会
で
、
や
っ
と
優

勝
で
き
た
の
で
う
れ
し
い
」。
首

に
か
け
ら
れ
た
念
願
の
金
メ
ダ
ル

に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
驚
愕
（
き
ょ
う
が
く
）
の
精
神

力
と
巧
み
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
ラ
イ

バ
ル
を
な
ぎ
倒
す
技
能
派
サ
ウ
ス

ポ
ー
。
絶
対
的
女
王
の
勢
い
は
と

ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

　
昨
年
覇
者
と
し
て
挑
ん
だ
今

大
会
で
４
大
会
連
続
の
京
都
府

王
者
に
輝
い
た
。

　
初
戦
は
新
体
制
の
不
安
定
さ

が
目
立
つ
も
、
１
―
０
で
京
大

に
辛
勝
。
準
決
勝
は
立
命
大
に

先
制
点
を
許
す
が
、
土
壇
場
で

同
点
弾
を
放
つ
。
Ｐ
Ｋ
戦
を
４

―
２
で
制
し
、
王
座
を
懸
け
た

戦
い
へ
駒
を
進
め
た
。

　
京
産
大
と
の
決
勝
戦
、
ス
タ

ン
ド
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
声
援

が
送
ら
れ
る
。
序
盤
か
ら
積
極

的
に
プ
レ
ス
を
か
け
る
が
、
膠

着
（
こ
う
ち
ゃ
く
）
状
態
が
続
く
。

後
半
終
了
間
際
に
好
機
が
訪
れ

る
も
、
バ
ー
に
は
じ
か
れ
決
定

打
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
Ｐ
Ｋ
戦
へ
突
入
し
、
サ
ド
ン

デ
ス
の
８
本
目
で
勝
負
が
決
ま

っ
た
。
廣
島
（
社
３
）
の
キ
ッ

ク
が
成
功
す
る
と
、
対
す
る
京

産
大
の
キ
ッ
ク
を
Ｇ
Ｋ
波
多
野

（
ス
ポ
２
）
が
好
セ
ー
ブ
。
そ
の

瞬
間
４
連
覇
が
決
ま
り
、
ス
タ

ジ
ア
ム
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま

れ
た
。

　
「
満
足
せ
ず
に
次
に
向
け
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」（
國
府
田
・
政
策
４
）。

大
会
を
通
じ
て
一
体
感
が
出
て

き
た
國
府
田
組
。
今
大
会
の
優

勝
を
自
信
に
変
え
、
イ
ン
カ
レ

出
場
に
向
け
て
戦
い
続
け
る
。

　チーム一丸となって臨んだインカレ団体戦。
惜しくも表彰台には届かず、４位入賞でシー
ズンを締めくくった。
　初日は無風の影響を受け本領を発揮できず、
坂井（文情４）、藤原（商４）、齋藤（政策３）
ともに不本意な結果に。暫定６位で迎えた２

日目は、順位を上げることができず劣勢に立
たされた。仲間の声援を背に挑んだ最終日。
齋藤がトップでゴールし巻き返しを見せたが、
３位には一歩及ばず悔いが残る結果となった。
　「来年は表彰台の一番上を取りたい」（齋藤）。
次世代も全員で新たな風波に立ち向かう。

　新体制で迎えた今季初の公式戦。渡辺（ス
ポ４）・山口（スポ２）ペアがベスト８の
成績を収めた。
　１Rを難なく制し、２Rのコートに立った。
順調に得点を重ね、６－１、６－２で圧勝。
３組が出場した女子ダブルスでは唯一の３

R進出を決めた。
　晴天の中迎えた準々決

勝は、関大と対戦。終始試合の主導権を
握られる時間が続いた。必死に食らいつき
デュースに持ち込むが、一歩及ばず点差が
開く。ゲーム終盤はミスが目立ち、両セッ
トともに３－６で敗北。ベスト４を目前に
今大会は幕を閉じた。
　「次は優勝を目指す」（渡辺）。インカレ
につながる春関西学生テニストーナメント
に向け、収穫を手に会場を後にした。
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